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2023 年度総会報告 

文責：雪琢馬 

 

5 月 27 日（土）に第 1 回総会を開催しました。当俱楽部の設立は 2008 年、

それ以来コロナ前までは「部会」と称

した定例会議を行っていました。その

部会は年 2 回開催し、俱楽部の運営に

ついて話し合いが行われました。2020

年より新型コロナウイルス感染症の影

響で活動が出来ない期間中に、活動再

開後を見据えて俱楽部の会則を作成

し、「部会」を「総会」へと形式変更

し、社会に対して俱楽部の運営を示す

ことができるようにしてきました。そ

してこの度「第 1 回総会」を開催することができました。 

 

総会では今年度の活動計画を確認しました。活動計画は下記の通りです。 

 

2023 年度活動計画 

・コロナの感染状況を見ながらも継続的な活動をする 

・日々の練習会で見学者の受け入れを再開する。 

・賛助会員を増やす 

・2024 年の「楽しもう！ハンドサッカー交流大会」に

向けての準備 

第 1 回総会の会場の様子 



    

 2 / 4 

 

当俱楽部の活動は昨年 6 月より再開しました。そして今年 4 月より新規の見

学者の受け入れを再開し、徐々にではありますがコロナ前の活動に戻ること

が出来ています。今年度は継続的に活動を続けることを掲げております。そ

して 2012 年より開催してきた「楽しもう！ハンドサッカー交流大会」に関し

ましては、来年度の開催に向けて役員内で作業部会を設け、動き出しており

ます。「楽しもう！ハンドサッカー交流大会」の準備は、コロナ前は一部の役

員だけと負担が多かったので、役割分担が出来たらと思っております。 

 

今回の総会で一番論議になったのは、ユニフォーム作製についてです。活動

休止の期間中に当俱楽部のエンブレムが出来、そのエンブレムと倶楽部名、

番号が入ったユニフォームの作製するにあたっての費用について出席者の

方々からご意見をいただきました。今後様々な大会などに参加していくには

ニフォームは必要で作製の必要がありますが、金銭的な問題もあります。こ

の件については総会では結論が出ませんでしたが、話し合いを続けて作製で

きたらと思います。 

 

次項に 2022 年度収支報告書、2023 年度予算案を掲載しております。 

決算報告と予算書は今回企業団体用の様式で作成してしまったので、次年度

はスポーツ団体用の様式で提示できるように、現在準備しております。 
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2022 年度決算報告および、2023 年度予算 
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